


















要約:病院におけるターミナルケアの在り方の検討にあたり、子どもを看取った母親を対

象にアンケート調査を行った。調査の枠組を子どもの身体的・精神的状態、それに影響す

る病院環境、医師・看護婦の役割遂行の状況とした。身体的状態では 4つ以上の苦痛を持

ち、特に疼痛緩和に対するニードが高い。精神的苦痛は生活体験が少ないことで、その要

因は積極的ケアの関わりで改善されるものであった。部屋のスペースの狭さに伴う問題が

多い。親しい人との交流による満足は低く、病状悪化時からの付き添い・面会者の拡大は

子どもの QOLを考慮したものではなかった。医師に期待される役割は、説明と病状コント

ロールであり、看護婦ではケア技術の熟練と共感的苦痛の理解が高かった。母親の子ども

とのコミュニケションの多くは励ましの言葉による回避のため、子どもの真意の情報は不

確かであった。


